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最終配置図　S=1/7,000

1-01コンセプト・敷地概要

１．計画概要

１．計画概要

（１） 附属病院機能強化のコンセプト

浜松医科大学附属病院は昭和５２年４月の開院以来４２年の間、高度医療の実践と患者第一主義

の診療を実践し、地域医療の中核を担ってきた。附属病院機能強化を行うに当たり以下の６つの

項目を主眼として、ソフト(運営)とハード(施設)の両面で医療を取り巻く様々な変化に対して柔軟

に対応するため、今後10年を見据えた病院づくりを行う。

①災害に強い病院

・病院敷地の一部と隣接する敷地に跨る土砂災害警戒区域を造成により解除する。

・災害時対応が可能な多目的ホール棟を移転新築する。

②高度先進医療(医療機能強化棟)の提供

・手術室の拡張、ＮＩＣＵ・ＧＣＵ、放射線治療の移転拡張を行う。

・既存施設と関連する部門を同フロアに配置した動線計画とする。

・化学療法のベット・チェアー数拡充、入退院センターの拡充整備を行う。

③優れた医療従事者の育成

・1階手術部にシミュレーションセンターを配置する。

④既存施設の有効利用

・既存周産期病棟の機能強化整備を行う。

⑤患者ユニバーサルデザインの配慮

・プライバシーに配慮した待合スペースの整備を行う。

・明確な動線を確保するとともに、わかりやすいサインを

  設置する。

⑥将来対応

・３階は将来の医療機能ニーズの変化に対応するスペースとして

  確保する。

・1階シミュレーションセンター及びカンファレンスルームは、

  将来の手術室対応として確保する。

（２） 敷地概要

・敷地位置　　　　　　静岡県浜松市東区半田山一丁目２０番１号

・敷地面積　　　　　　２３４，６３６．７４㎡

・都市計画　　　　　　都市計画区域内　市街化区域

・用途地域　　　　　　第１種中高層住居専用地域・第２種中高層住居専用地域

・防火地域　　　　　　無指定　法２２条区域

・特別用途地域　　　　高度地区、宅地造成工事規制地区、地震防災対策強化地域、

　　　　　　　　　　　土砂災害警戒区域

・史跡指定　　　　　　なし

・その他地区　　　　　公害防止地域(大気汚染、騒音、振動、悪臭、水質汚濁)

・建蔽率　　　　　　　６０％(現状15.94％)

・容積率　　　　　　　２００％(現状50.41％)

・日影規制　　　　　　有り(４時間／２．５時間)

・周辺道路　　　　　　北側　市道積志初生線　幅員８．８ｍ(接道長２７０ｍ)

最終配置図　S=1/7,000現況配置図　S=1/7,000
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浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 1-02建築概要・部門別面積・改修概要・敷地全体面積

１．計画概要

（３）

主要用途 医学部附属病院

診療部門 ５部門

放射線部門／化学療法部門／手術部門／周産期母子部門／入退院支援センター部門

病床数 ２４床【ＮＩＣＵ：９床／ＧＣＵ：１２床/ＭＦＣＵ：3床（既存病棟）】

工事種別 増築

建築面積 1,515㎡（医療機能強化棟）／424㎡（多目的ホール）

延床面積 6,501㎡（医療機能強化棟）／1,244㎡（多目的ホール）

建築概要

階数 地下１階／地上５階

最高高さ 23.5m（地盤面26.1m）

構造 RC造　耐震構造（医療機能強化棟）／　耐震構造（多目的ホール棟）

各階面積

（4）部門別面積

（６）敷地全体面積表

敷地面積 237,265㎡

（5）改修概要

改修修部門 ８部門

放射線部門／外来部門／透析部門／光学療法部門／材料部門／手術部門／

輸血・細胞治療部門／周産期母子センター部門

延床面積 1,151㎡（既存外来棟）／651㎡（既存病棟）

階数 地下１階／地上８階

最高高さ 43.6m（地盤面23.08m）

構造 SRC造　免震構造（既存病棟）／RC造　耐震構造（既存外来棟）
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土砂災害特別警戒区域

土砂災害特別警戒区域のうち、土石等の移動高さが

１ｍ以下で、移動の力が１００ｋｎ/㎡を超える区域

浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 1-03工事フェーズ（1/2,500）

１．計画概要

現況配置図(1/2,500) 配置計画フェーズ１(1/2,500)

配置計画フェーズ２(1/2,500) 配置計画フェーズ３(1/2,500)

配置計画フェーズ４(1/2,500)

 ・病院敷地の一部と隣接する敷地が

　 土砂災害警戒区域に指定されている

　 ため、ＢＣＰ対策を実施する。　　

 ・多目的ホール棟の建替え工事を開始

　 する。

 ・造成跡地を工事作業ヤードとして

  利用する。

　

 ・(新)多目的ホール棟工事中に

　 医療機能強化棟(仮称)の増築工事を

　 並行して行い、同時竣工を前提とする

　 計画である。

・屋外渡り廊下の工事を行う。

 ・造成跡地を工事作業ヤードとして

  利用する。

 ・造成跡地の駐車場、構内通路の整備

  工事と外構工事を行う。

 ・外来棟と多目的ホール棟の間は将来の

  救急部拡張スペースとして見込んで

  いる。

　

・土砂災害警戒区域の解除を目的に

　 隣接する敷地を含め造成工事を行う。

 ・造成工事と共に六所神社側の隣地

　境界線を新たに確定させる。

 ・多目的ホール棟、医療機能強化棟

 (仮称)の先行工事として雨水排水の

 切り回し工事を行う。

 ・(新)多目的ホール棟は工事中。

 ・既設多目的ホールの解体、撤去工事

　 を行う。

 ・造成跡地は工事作業ヤードとして

  利用する。

(７)工事フェーズ

造成計画　A-A断面図(1/1,000)



浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 1-04設計・工事工程

１．計画概要

（８）設計・工事工程

　本計画において、工事を5段階のフェーズに分けて計画する。フェーズ１において造成工事、フェー

ズ２において多目的ホールの増築工事、フェーズ３において既存多目的ホールの解体撤去工事、フェー

ズ４において医療機能強化棟の増築工事、フェーズ５において既存病棟・外来棟の改修工事を行う。

土砂災害警戒区域の解除を目的とした造成工事については、開発には当たらないため申請は不要となる

（フェーズ１）。

現在医工連携拠点棟の増築工事が継続中であり、既存遡及の改修工事中の仮使用期間が2020年８月ま

で設定されているため、多目的ホール及び医療機能強化棟の増築工事は医工連携拠点棟の増築工事の計

画変更として変更申請を行う（フェーズ2～4）。医療機能強化棟の変更申請の際に、医工連携拠点棟の

仮使用期間を医療機能強化棟の工事完了期間まで延長する。

医工連携拠点棟と多目的ホール・医療機能強化棟を別申請すると、フェーズ４の時点で看護学科棟の日

影が10mラインを越えてしまうため、医工連携拠点棟の計画変更で申請することが望ましいと判断す

る。
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浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-01全体配置・外部動線計画（1/2,000）・医療機能強化棟計画（1/500）

２．建築計画

2.建築計画

２－１.　全体配置・外部動線計画

（１）外来患者・見舞客動線

       ・外来患者、見舞客は従来通り駐車場・バス停からのアクセスが容易な既存外来棟2階のメイン　

　　　 エントランスを利用する。　　　

（２）時間外動線

　　 ・時間外の入口は従来通り既存外来棟1階の東側入口を利用する。

（３）サービス車両動線

　　 ・材料部への搬入は従来通り既存病棟地下１階から搬入する。

       ・医療機能強化棟1階に新たにゴミ搬出口を設ける。

       ・医療機能強化棟東側のドライエリアは地下1階放射線治療室の機器搬入と更新の際利用する。

２－2.　医療機能強化棟計画

（１）ゾーニング計画    （関連する部門を同一フロアに配置）

　　 ・既存病棟，外来棟と緊密な連携を図れるゾーニング計画を行う。

       ・既存外来棟のメインエントランス、外来受付が２階にあるため、 入退院支援センターを2階に　

　　　 設ける。

　　 ・既存病棟に合わせ、1階に手術部門、4階に周産期部門を配置する。

　　 ・3階は機械室を除き、将来の拡張スペースとして確保する。　　　



＜材料部＞

浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-02平面計画（1/400）

２．建築計画

地下１階平面図

１階平面図

（２）平面計画

【地下１階】（放射線部門）

・ライナック治療室を２室設ける。１室は簡易仕様で仕上げる。

・ラルス治療室を１室設ける。実施設計において遮蔽計算を行い、迷路を排して治療室を大きく取る検討

  をする。

・治療計画CT室はＥＶホールから直接ストレッチャーで入室出来るルートを確保する。

・待合は患者がゆったりくつろげるよう広さを確保し、身だしなみを整えられるように衝立で仕切られた

  鏡付きの手洗いを設置する。

・工作室及び器材室、汚物流し、ゴミ庫周りは将来治療室に改修することを見込んで、床の反力を確保す

  るとともに、コンクリートスラブをあらかじめ下げておいた二重床とする。

・東側の屋外階段のドライエリアは治療装置等の搬入、更新と治療室に改修する際の資材の搬出口として

  利用する。

【１階】（手術部門）

・手術室を計４室配置する。（既存OP-11はスタッフステーションに用途変更する）

・手術室のクリーン度はクラス10,000(ISOクラス4)とする。手術室１は小手術、緊急手術用として利用

  する。手術室２は外科内視鏡用として利用する。手術室３、４は手術ロボット用として利用する。手術

  室４は将来ハイブリッド手術室とするため、壁面及び見学室側の操作窓にＸ線防護処理を施す。隣接す

  る見学室は将来操作室に改修する計画とする。

・手術室２、３にはスタッフの気分転換のために電動ブラインド付き採光窓を設ける。

・手術通路のクリーン度はクラス100,000(ISOクラス5)とする。ベッドプール、機器スペース、器材室

  を手術通路と一体として計画することで、手術ロボットの更なる導入に伴う器材の増加等に柔軟に対応

  する。

・ゴミ置き場は増築部分の手術部門と、既存病棟の手術部門のゴミも合わせて保管できるような広さを確

  保する。また、手術エリアへの虫の侵入を防ぐために前室を設け、ドアにインターロック制御を設置す

  る。

・シュミレーションセンターとカンファレンスルームは将来手術室に改修可能なスペースとして確保す

  る。

【１階】（共通）

外部渡り廊下について、柱構造による独立した屋根形式ではなく、医療機能強化棟からの跳ね出しによ

る庇を検討する。これにより柱をなくなることから、通路幅を広く確保することができる。
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浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-03平面計画（1/400）

２．建築計画

２階平面図

３階平面図

（２）平面計画

【２階】（入退院支援部門）

・既存外来棟2階主玄関にある入院予約、検査説明、栄養指導と良好な連携を図るために同一

  フロアに配置し、スムーズな動線を確保した計画とする。

・受付、待合は開放的な空間とし、時間外は廊下とは管理用シャッターで仕切る。

・診察室を２室配置する。ストレッチャーでの利用も想定されることから、廊下１から直接出入

  り可能な計画とする。

・相談室を８室設ける。音漏れに配慮し、天井まで壁を設ける計画とする。

・相談室７、８と放射線部門の説明室の間は可動間仕切りとし、３室を一体として利用できる計

  画とする。音漏れに配慮し、高遮音タイプの可動間仕切りを採用する。

【２階】（放射線部門）

・地下1階の放射線治療室との専用EVを設置する。

・地下１階へ階段で移動する場合は、化学療法部門のスタッフ通路２を通って東側屋外階段を利

  用する計画とする。

・待合と廊下１は壁で仕切り、待合患者のプライバシー保護に配慮した計画とする。

・出入り口は2箇所設け、化学療法部門側の出入り口はベッドが通れる幅の扉を設け、専用ＥＶ

  までベッド患者の搬送ルートを確保した計画とする。

・廊下１に面して一般ゴミ庫、感染ゴミ庫を設置し、化学療法部門と共用で利用する計画とす

  る。

【２階】（化学療法部門）

・化学療法室にはベッドを１０台（個室１台含む）、チェアを１８台の計２８床を配置する。

・受付及びスタッフステーションは化学療法室全体を見渡せる位置に配置し、スタッフエリアと

  隣接した計画とする。

・調製室のクリーン度はクラス10,000(ISOクラス4)とする。調製室を陰圧とし、前室を陽圧と

  して空調・換気を独立させる。

・調製室内の安全キャビネットの排気経路は病院職員の安全性に配慮し、屋上で排気する。

【２階】（共通）

現計画で地下に行く階段は屋外階段しかないため、後々の運用を考慮すると、地下１階までつな

がる共用の屋内階段を検討する必要がある。

【３階】（機械室／将来拡張スペース）

・各階用空調機械室を除いた場所は当面会議室として利用し、将来拡張スペースとして確保した

  計画とする。



浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-04平面計画（1/400）

２．建築計画

４階平面図

５階平面図

（２）平面計画

【４階】（周産期部門）

・ＮＩＣＵを９床配置する。クリーン度はクラス10,000(ISOクラス4)とする。

・ＮＩＣＵは将来的に面会廊下側に３床増やすことを想定し、シーリングペンダントをあらかじ

  め2箇所設置する。

・ＧＣＵを１２床配置する。クリーン度はクラス10,000(ISOクラス4)とする。

・家族室は２室配置し、重症の赤ちゃんを看取る場所としての利用を想定して、クリーン度をＧ

  ＣＵと同じクラス10,000(ISOクラス4)で計画する。

・スタッフコーナー、点滴準備室、沐浴室、調乳室はＮＩＣＵとＧＣＵの間に配置する計画とす

  る。

・患者家族の面会ルートは、２階から共用EVを利用し、面会廊下に入る計画とする。

・既存病棟に入院中の母親の面会ルートは、渡り廊下４から面会廊下に入る計画とする。

・廊下１、渡り廊下４、６にはカードリーダーとインターホンを設け、患者と患者家族のＮＩＣ

  Ｕ／ＧＣＵエリアへの入館の際に受付又はスタッフコーナーからの開錠操作を必要とする計画

  とする。

【５階】（電気室／発電機置場）

・医療機能強化棟の階高は既存病棟に合わせて計画されているため、高い階高が必要となる電気

  室を5階に配置する計画とする。

・非常用発電機の設置場所は地上設置を想定している。諸条件(法、条例等)がクリアされない場

  合を考慮し、電気室の右横を非常用発電機スペースとして確保している。耐荷重を考慮した構

  造としている。

・屋上は歩行用アスファルト防水外断熱工法を採用する。



浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-05外観計画

２．建築計画

（３）外観計画

 計画地は既存の建物群に囲まれながらも敷地の外縁部に位置しているため、本建設建物は病院の顔を

形成する上で重要な位置にあると考える。そこで、周辺の豊かな自然環境と既存建築群との調和を重視

した外観計画を行う。また、環境負荷の低減と建物の長寿命化を図るために、省エネルギー、メンテナ

ンス性に配慮する。医療機能強化棟は既存病棟の増築棟であることから、その特徴を引き継ぎ、外壁は

横連窓の水平性を基調とした外観デザインとする。屋外階段、メカニカルデッキ、屋上室外機置場は目

隠しルーバーで囲い、外観を整える。多目的ホール棟はこの一角の新たな顔となる建物として、ファサ

ードのデザインに特に配慮が求められる。

窓ガラスはすべてLow-Eガラスを採用し、空調負荷を低減させる。



浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-06昇降機計画

２．建築計画

気送管系統図

（４）昇降機・搬送機計画

【昇降機計画】

昇降機は用途別に4基設置する。

①共用エレベーター

患者や見舞客、病院職員が利用する26人乗り人荷用エレベーターを１基設置する。

1階から4階まで各階に停止させる。

②周産期部門—手術部門直通エレベーター

4階周産期部門と１階手術室を直通でつなぐ11人乗り寝台用エレベーターを１基設置する。

産科病棟から迅速かつ安全に患者を手術室に搬送する。

③放射線部門専用エレベーター

2階放射線部門から地下1階放射線治療室（ライナック治療室／ラルス治療室）を直通でつなぐ11

人乗り寝台用エレベーターを１基設置する。

④材料部専用エレベーター

既存病棟地下１階材料部と既存病棟及び医療機能強化棟の1、2階をつなぐ11人乗り乗用エレベー

ターを１基設置することとし、既存エレベーターを移設する。

既存病棟と医療機能強化棟をつなぐ渡り廊下５と一体として計画することで、効率的なサプライ動

線を確立させる。

【搬送機計画】

①大型気送管

既存病棟から医療機能強化棟へ大型気送管を分岐させる計画とする。

薬剤、各種伝票の定時、緊急時における搬送を主な目的として既存病棟に設置されている150φ

の大型気送管設備を医療機能強化棟に設置する。

既存病棟２階の輸血部スタッフステーションを分岐点とし、渡り廊下５を通して医療機能強化棟に

接続させる。医療機能強化棟2階天井でさらに分岐して周産期部門、入退院支援センター部門、手

術部門の各スタッフステーションに搬送する計画とする。



浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-07既存病棟改修計画

２．建築計画

２－３．既存病棟改修計画

(１)基本方針

①工事中の稼働減を極力少なくする計画とする。

・工事手順を十分に検討し、医療活動の稼働減を極力少なくする。

・４階の周産期病棟は床数を減らさない工事手順を詳細に検討する。

　②医療、入院環境、外来患者に配慮した安全な改修・解体計画

　・工事中の騒音、粉塵、匂いを極力低減させる重機、作業機器、材料の使用や仮設計画を行う。

・工事中の作業員、廃材の搬出、材料の搬入動線は、患者・職員の利用する廊下を極力通らない

  よう、外部からの動線を確保した計画を検討する。

・工事中における作業場の陰圧を維持できる空調システムを検討する。(環境的封じ込め)

(２)改修内容及び工事手順

　【病棟地下1階】

　・医療機能強化棟との接続工事と既存病棟のＥＶシャフトの床構築の工事。

　【病棟1階】

　・医療機能強化棟との接続工事と既存病棟のＥＶシャフトの床構築の工事。

　・諸室の改修。

　【病棟2階】

　・医療機能強化棟との接続工事と既存病棟のＥＶシャフトの床構築の工事。

【病棟４階周産期病棟】

・フェーズ１　　医療機能強化棟への動線確保の改修。

・フェーズ２　　ＮＩＣＵ、ＧＣＵの跡地を分娩室、陣痛室等に改修。医師室、当直室を

　  特別個室に改修。

　・フェーズ３　　分娩室、陣痛室跡地をＭＦＩＣＵに改修。

　・フェーズ４　　４床室を１床室(２室)に改修。ＬＤＲの一部を汚物処理室に改修。

　・フェーズ５　　スタッフステーション拡張と新生児室出入り口変更の改修。

　　　　　　　　　管理室を汚物処理室に、管理室を休憩室に改修。

　・フェーズ６　　周産期病棟改修工事完了。

　【外来棟地下1階】

　・フェーズ1　    ライナック室をＣＴスキャナー室とアンギオ室に改修する。

　・フェーズ２　　腹部血管Ｘ線撮影室の機種変更とそれに伴う改修を行う。

　・フェーズ３　　診察室を腹部血管Ｘ線撮影室に改修する。

　【外来棟1階】

　・フェーズ１　  ラルス治療室他諸室を看護部更衣室に改修する。

　・フェーズ2　　看護部更衣室を相談室に改修する。

　【外来棟2階】

　・フェーズ１　　外来化学療法センター跡地を外来休憩室(スタッフ)、医師・技師室(血液)、

　　　　　　　　　休憩室(血液)、師長室に改修する。

　・フェーズ２　　[透析]医師・技師室(血液)、休憩室(血液)の跡地を透析室、面談室に改修する。

 　内視鏡エリアの拡張を行う。

(３)部門別面積表



＜材料部＞

＜薬剤部＞

＜病院物流部＞

＜医療機器管理部＞

＜材料部＞

＜薬剤部＞

＜病院物流部＞

＜医療機器管理部＞

2-08既存病棟改修計画（1/500）

２．建築計画浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 

４)改修計画(病棟)

【地下１階】

 　①医療機能強化棟との接続工事を行う。(医療機能強化棟工事)

　 ②材料部、１階手術部、２階輸血・細胞治療部を結ぶＥＶを撤去（移設）　

　　 し、乾式(ＡＬＣ等)の床を構築し内装改修工事を行う。

【改修前】地下１階平面図

【改修後】地下１階平面図



＜集中治療部＞

＜手術部＞

＜集中治療部＞

＜手術部＞

浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-09既存病棟改修計画（1/500）

２．建築計画

４)改修計画(病棟)

【１階】

　 ①医療機能強化棟との接続工事を行う。(医療機能強化棟工事)

    ②地下１階材料部、手術部、２階輸血・細胞治療部を結ぶＥＶを

撤去(移設)し、乾式(ＡＬＣ等)の床を構築し、ＢＣＲ前室の内装

改修工事を行う。

③ＯＰ-１１はスタッフステーションに用途変更し、管理室、器材室

を撤去し、医療機能強化棟への動線を確保する。

④トランスファーホールの一部を面談室４、リネン置場に改修する。

⑤カンファレンスルームをスタッフ更衣室(男・女)に改修する。

⑥器材室を手術室に改修する。

⑦薬品庫を拡張し、空調設備を設ける。

【改修前】１階平面図

【改修後】１階平面図



浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-10既存病棟改修計画（1/500）

２．建築計画

４)改修計画(病棟)

【２階】

①医療機能強化棟との接続工事を行う。(医療機能強化棟工事)

②地下１階材料部、１階手術部、輸血・細胞治療部を結ぶＥＶを

撤去(移設)し、乾式(ＡＬＣ等)の床を構築し、通路の内装改修

工事を行う。

【改修前】２階平面図

【改修後】２階平面図
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浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-11既存病棟改修計画（1/500）

２．建築計画

(４)改修計画(病棟)

【４階】

     ①医療機能強化棟との接続工事を行う。(医療機能強化棟工事)

     ・工事中は床数を減らさないように運用していくため、５工区に

 分けて工事を行う。

②[フェーズ１]ＮＩＣＵ、ＧＣＵ跡地を分娩室３室、陣痛室４室、

医師室(産科)、当直室他に改修する。

③[フェーズ２]医師室(産科)、当直室跡地を特別個室(２室)に

改修する。

④[フェーズ３]分娩室、陣痛室跡地をＭＦＩＣＵ(３室)、

ＭＦＩＣＵ休憩室、更衣室、スタッフステーションに改修する。

⑤[フェーズ４]４床室を１床室(２室)に改修、ＬＤＲの一部を

汚物処理室の改修する。

⑥[フェーズ５]ＭＦＩＣＵの前を通らないように、新生児室の

出入り口の位置を変更する。

⑦スタッフステーションを拡張する改修工事を行う。

⑧管理室を汚物処理室に、管理室を休憩室に改修する。

⑨医師室(産科)と陣痛室間の壁は防音壁とする。

【改修前】４階平面図

【改修後】４階平面図



2-12既存病棟　4階平面図改修計画フェーズⅠ～Ⅲ（1/400）

２．建築計画浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 

フェーズⅡ

フェーズⅢ

フェーズⅠ

・分娩室に分娩台を２台設置

・分娩室１を廊下に改修

・渡り廊下６接続工事の為

　ＧＣＵの一部に仮囲いを

　設け使用不可とする

・ＮＩＣＵ、ＧＣＵが

　医療機能強化棟引越後、

・分娩室２、陣痛室を

　ＭＦＩＣＵに改修

　分娩室、陣痛室に改修

・医師室、当直室を特別個室

　(２室)に改修

・面談室と器材室間の間仕切り

　を撤去し、器材室１室に改修

・休憩室(ＮＩＣＵ)の扉を

　引き戸に改修し、指導室兼

　面談室とする

・医療機能強化棟への動線は

　渡り廊下４に限定

・医療機能強化棟への動線は

　渡り廊下６も開通



2-13既存病棟　4階平面図改修計画フェーズⅣ～Ⅵ(最終形)（1/400）

２．建築計画浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 

フェーズⅤ

フェーズⅥ(最終形)

フェーズⅣ

・４床室を個室２室に改修

・ＬＤＲの一部を汚物処理室に

　改修

・ＬＤＲのユニットシャワーを

　ＨＷＣに改修

・新生児室の出入り口は

　ＭＦＩＣＵの前を通らない

・ＬＤＲを重症個室に改修

　ように場所変更

・スタッフステーションの

・汚物処理室を管理室に、

　管理室を休憩室に改修

　(間仕切りを撤去し１室に

・４階病棟改修工事完了

　する)

　拡張



渡り廊下

浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 2-14既存外来棟改修計画（1/500）

２．建築計画

(４)改修計画(外来棟)

【地下１階】

①ライナック室が医療機能強化棟に移転後、ＣＴスキャナー室や

 アンギオに改修する。

②腹部血管Ｘ線撮影室の機能変更に伴う改修を行う。

③診察室エリアは腹部血管Ｘ線撮影室とそれに付随する諸室に

改修を行う。

【改修前】地下１階平面図

【改修後】地下１階平面図



既存外来棟

既存病棟

浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計

株式会社　横河建築設計事務所 

２．建築計画

2-15既存外来棟改修計画（1/500）

(４)改修計画(外来棟)

【１階】

①ラルス治療室、放射線治療計画ＣＴ室、治療計画室、操作室他

       跡地(コンクリート壁の撤去検討)を看護部更衣室(３０４名分)に　

　　 改修をする。

②看護部更衣室、クローゼットを相談室に改修をする。

【改修前】１階平面図

【改修後】１階平面図
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2-16

２．建築計画浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 既存外来棟改修計画（1/500）

(４)改修計画(外来棟)

【３階】

①外来化学療法センターが医療機能強化棟に移転後、外来休憩室(スタッフ)、医師・技師

   室(血液)、休憩室(血液)、師長室(血液)に改修をする。

②[透析]医師・技師室(血液)、休憩室(血液)、師長室(血液)の移転跡地を透析室(３ベッド)、

       面談室(２室)に改修をする。

③外来休憩室(スタッフ)の移転後、内視鏡エリアの拡張工事を行う。読影・カンファレン

   ス室同エリア内に移転、検査室を１室増設する。

【改修後】３階平面図【改修前】３階平面図
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1FL+4,500

1FL+4,500

1FL+6,100

浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 多目的ホール棟 1階～2階平面図（1/200） 2-17

２．建築計画

２階平面図

１階平面図

（２）平面計画

【１階】（多目的ホール棟）

・既存と同規模の多目的ホール棟を移転新築

   する。

・通常は多目的に利用する。

・災害時に外部から被災者を迅速に受け入れ為、

　１階に設ける計画とする。

【1階】(救急部増築)[将来対応]

・将来対応として、増築できるスペースを確保

   する。

【２階】（研修室、ミーティング室、休憩室等）

・職員用の研修室、ミーティング室、休憩室、

　トイレを整備する。

・既存外来棟の外来待合ホールから動線を

　確保する。

・既存外来棟より1階多目的ホールの階高が

　高い為、階段等、段差解消を考慮する必要

　がある。

【共通】

・多目的ホールは大空間を確保の為、中間に

　柱のない構造で計画する。

・詳細については今後、実施設計で再検討する。



1FL+9,000

1FL+9,000

1FL+10,100

浜松医科大学医学部附属病院　医療機能強化棟(仮称)等　基本設計書

株式会社　横河建築設計事務所 多目的ホール棟 3階平面図・断面図（1/200） 2-18

２．建築計画

断面図

３階平面図

（２）平面計画

【３階】（倉庫他）

・倉庫の内装は素地あらわしとし、将来仕上げを

　施す。

・トイレは衛生設備を実装せず、給排水を立ち

　上げて将来設置する。

・既存外来棟の外来待合ホールから動線を確保

　する。

・2階と同様、階段等、段差解消を考慮する必要

がある。

【断面計画】

・多目的ホールは既存と同じ天井高を確保する。

・既存外来棟より多目的ホールの階高が高い為、

　2階、3階は階段等、段差解消を考慮する必要

　がある。

・ピットを設け、既存外来棟のトレンチから

　インフラを引き込む計画とする。
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